
こ
ん
に
ゃ
く
作
り

泰
阜
の
魅
力
体
感

泰
阜
村
で
こ
ん
に
ゃ
く
製
造
販
売
の
余
宗
タ
ジ
エ
事
案
」
を
営

む
長
尾
透
さ
ん
(
5
8
)
、
有
語
手
さ
ん
(
斑
美
嚢
(
と
も
に
大
阪
府
出
易
が
、

こ
ん
に
ゃ
く
作
り
や
こ
ん
に
ゃ
く
料
理
を
楽
し
め
る
催
し
を
6
月
8
、
9
日

に
話
し
、
霹
轟
び
掛
け
て
い
る
。
村
に
王
子
ン
し
遣
手
金
箱
箱

三
耕
地
の
民
家
を
改
修
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
宗
タ
ジ
エ
ハ
ウ
ス
」
袈
蕩
e

盤
の
こ
ん
に
ゃ
く
管
を
通
じ
て
村
の
舅
を
感
じ
て
は
し
い
と
の
願
い

を
込
め
て
企
画
し
た
。

(
心

ポ
タ
ジ
エ
や
す
お
か
は
2
0
1
7

年
6
月
に
設
立
。
村
塵
の
コ
ン
ニ
ャ

ク
イ
モ
を
使
い
、
工
0
年
に
閉
校
し
た

旧
泰
畠
南
小
学
校
の
調
理
室
を
活
用
し

て
昔
な
が
ら
の
製
法
で
こ
ん
に
ゃ
く
を

作
っ
て
い
る
。
大
量
生
産
の
物
と
は

違
う
独
特
の
軟
ら
か
い
食
感
が
特
徴

だ
。村

で
は
コ
ン
ニ
ャ
ク
イ
嘉
籍
が
盛

ん
だ
が
、
・
雲
仙
濱
海
外
産
な
ど
に
押
さ

れ
て
農
家
は
減
少
傾
向
と
い
う
。
そ
う

し
た
中
で
長
尾
さ
ん
夫
妻
は
、
こ
ん
に

来月8、9日「村のファン増やす」
3
月
に
コ
ン
ニ
ャ
ク
イ
モ
の
含
有
成
分

な
ど
を
使
っ
て
せ
っ
ぽ
ん
を
作
る
講
座

を
閻
催
。
今
回
は
薯
蜜
と
の
位

置
付
け
だ
。
・

催
し
で
は
、
ポ
タ
ジ
エ
ハ
ウ
ス
の
調

理
場
で
、
す
り
つ
ぶ
し
た
コ
ン
ニ
ャ
ク

イ
モ
を
練
っ
て
こ
ん
に
ゃ
く
を
作
る
。

ま
た
、
こ
ん
に
ゃ
く
を
交
ぜ
た
炊
き
込

み
ご
飯
な
ど
を
振
る
舞
う
予
定
。
透
き

ん
は
「
睾
作
り
こ
ん
に
ゃ
圭
と
い

う
文
化
が
あ
る
)
を
や
、
泰
阜
の
自
然

の
中
で
憑
し
す
良
さ
を
備
え
て
、
村
の

フ
ァ
ン
を
増
や
し
た
い
」
と
意
気
込
ん

で
い
る
。

こ
ん
に
ゃ
く
作
り
は
午
前
1
 
0
時
か

ら
。
大
人
1
5
0
0
円
、
小
学
生
5
〇

〇
円
、
未
就
学
児
無
料
。
料
理
を
味
わ

う
昼
食
は
5
〇
〇
円
案
就
学
児
無

壁
。
申
し
込
み
は
ポ
タ
ジ
エ
ハ
ウ
ス

釜
0
8
〇
・
3
2
1
了
・
3
8
7
0
)

へ
。

藻
密
事
…
盲
-
与
i
ノ
・
・
八
・
菅
沼
一
半
Y
ノ
)
・
う
〇
〇
着
,
可
,
_
l
l
,
冒
i
亀
子
登
1

は
㌣
薬
毒
患
墨
書
こ
の
二
つ
芙
曳

卒
業
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

鴻

上
伊
那
中
心
7
工
社

合
同
企
業
説
明
会

伊
那
職
安
寧

伊
那
公
共
欒
安
達
新
宿
那

電
な
ど
は
2
 
1
日
、
2
0
2
〇
年

社
が
参
細
。
筆
算

た
。

企
業
抵
当
害
毒
)
の
話

を
熱
心
に
聞
く
学
生
ら

第三種郵便物認可

を手fこする透さん(左) 、膏希子さん

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

4
 
0
人
が
腕
競
う

飯
田
で
偉
毎
旗
争
奪
大
会

第
筋
国
債
霊
蜜
奪
春
季
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
は
2
 
2
日
、
飯
田
市

の
松
尾
明
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
き
、

7
0
、
幾
串
心
と
す
る
緻
4
0
人

が
、
地
域
別
の
8
チ
ー
ム
に
分
か

れ
て
熱
戦
を
繰
り
広
ば
だ
居
写

真
。県

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
飯
田
支

部
(
平
稟
議
人
支
部
長
主
宿
。

1
.
チ
ー
ム
3
試
合
諦
念
を
行

い
、
勝
ち
数
、
得
点
で
競
っ
た
。

飯
沼
チ
ー
ム
の
佐
々
木
賽
き

ん
(
8
5
)
=
飯
田
市
上
郷
飯
沼
月
は

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
歴
1
 
5
年
ほ
ど
。
競

毅
の
魅
力
を
雇
力
も
使
う
が
、
、

頭
を
使
っ
て
戦
略
憂
え
る
と
こ

ろ
-

と
害
い
、
溝
つ
ら
っ
と
プ
レ

合
同
認
関
釜
蟻

・
P
R
し
、
学
生
鮭

ほ
っ
譲
る
狙
い
塙

い
る
。
企
築

フ
レ
ッ
ト
や
パ
ソ
灘

使
っ
て
業
務
内
琵

鞘
鑓

寵
に
つ
い
て
轟

い
た
。

欝

っ
た
在
薬
の
講

が
で
き
る
骨
董

と
話
し
て
い
た

営
萱
,

」
長
剣

細

イ
ぺ
「

◇
萬
寵
【
チ
ヤ
(

発
寒
葦
6
月
号
自
∵

市
田
の
町
福
祉
セ
ン

カ
ラ
オ
ケ
愛
袈
薔

轟
曲
を
踊
船

圏
圏
閉
園


